
終業式前日の７月１６日（木）、「収穫祭」を行いました。これは、一学

期のＴＳプラン（総合的な学習の時間）を活用して育てた作物を、班毎に食

材を活かすアイディアを発案し、「低廉な費用で、工夫して美味しいものを

作る」ことを目指します。学校の畑で

トマトのほか、九条

婆ナス、各種天ぷらが完成し、絶妙な出汁が効いた

どん”とともに

６月１８日（木）に生徒会立候補者の立会演説

挙を行いました。会長、副会長が１人ずつ立候補し、どちらの

立候補者も五木分校をよりよくしたいという思いを熱く演説し

ました。信任投票により２人は見事に当選を果たし、７月１日

（水）には新生徒会執行部の交代式・任命式が行われました。

新生徒会のみなさん、よろしくおねがいします。
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８月３日（月）の午前９時から、平成２７年度体験入学を開催しました。本年度は、中学生１０名、引率者

９名の参加がありました。生徒会を中心に、１年生６名と２年生４名で協力して進めることが出来ました。２

年生足立さんの司会進行の下、生徒会長の２年土屋君が、分校の簡単な紹介を含めて歓迎のあいさつを行い、

分校の特徴や１年間の行事を紹介する映像を見てもらいました。その後、前半はスライドを用いた概要説明や

バドミントン部の活動の様子、施設見学を行い、後半は分校の特色でもある学校設定科目「ステップアップ」

の授業を体験してもらいました。授業体験では、在校生のサポートを受けながら、国語・数学・英語の基本的

な内容に取り組んでもらいました。高校の授業の一端を体験出来たことは、中学生にとって有意義なものにな

ったに違いありません。アンケートの結果をみても中学生に一番好評でした。

また、並行して保護者や引率の先生方との懇談会も実施されました。その中で、在校生の保護者を代表して

五木秀麗会会長の岩本さんから、五木分校にやって良かったこと等のお話があり、参考にしていただけたと思

います。最後に１年生の森下君と２年生の下原君が、分校に入学しての感想を発表

い五木分校の良さを伝えることが出来たのではないかと思います。引率でいらした在校生の中学校時代を知っ

ておられる先生方からは、生き生きと活動している様子や堂々とした発表を見て感銘を受けたという感想も寄

せられました。
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７月１０日（金）、生徒会主催のクラスマッチ（バスケットボール）を

実施しました。クラスマッチでしたが、人数のバラつきにより

を２つのチームに分けて行いました。ボールコントロールが巧みな生徒

や、チャンスの場面で輝いたファインプレー等、熱い試合が繰り広げら

れました。また、最後には生徒

ームを行なうなど、生徒たちの積極的な姿がみられまし

利に貢献しようと真剣なまなざしが見られ、普段の生活では見えない生

徒の新たな一面を見ることができました。クラスの仲間だけでなく全校

生徒・職員との親睦を深めることができました。
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８月５日（水）の午前中、五木村「道の駅」

周辺の清掃ボランティア活動を行いまし

た。お盆の帰省や観光で訪れる人も多く、

気持ちよくお迎えをしようと

年企画するものです。学年毎の班割で、ト

イレ掃除やその周辺の草刈り・除草作業に

汗を流しました。夏休み前半の恒例行事と

なっているこの活動ですが、終了後は、「道

の駅」の方から深井戸水のボトルととも

に、労いと激励の
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と言われたら、

いう今の自分で考える望ましい付き合い方

って何だろう？」という先生の問

は真剣に考え、お互いに意見を出し合ってい

ました。また、

手と自分のことを大切にした行動ができる

ようにす

す。そして最後に、命についての話で、

先生の「一人ひとりがキラキラ輝いている

命。一人ひとりが周りを幸せにする存在であ

る。」という言葉を聞いて、生徒達からは「家

族に感謝したい」「命を大切にしたい」等の

感想がありました。相手を思いやることや命

について考えることができた講
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